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10分で学ぶ古文シリーズ 

 

古典文法速習 

《助動詞》 
 

（練習問題つき） 

 
 

 

 

 

 



gonnnosuke.com       ２ 

未
然
形 

連
体
形 

已
然
形 

 

① 

原
則
動
詞
の
下
に
付
き
、
そ
の
動
詞
の
活
用
形
を
変
え
る
。 

② 

そ
れ
自
身
活
用
す
る
。 

③ 

過
去
や
打
消
な
ど
の
意
味
を
付
け
加
え
る
。 

 ○
助
動
詞
と
は 

 
 
 
 

←

説
明
ペ
ー
ジ 

 

例 

花
が
咲
く 

 
 
 
 
 
 
 

① 
③
過
去
（
～
た
） 

 
 
 
 
 

打
消
（
～
な
い
） 

 
 
 

花
が
咲
き
け
り
。 

 
 

花
が
咲
か
ず
。 

② 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

花
が
咲
き
け
る
時
、 
 
花
が
咲
か
ね
ど
も
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

   

  

助
動
詞
と
は 

①（上との）接続〈例 未然形〉 
② 活用表 

③ 意味〈例 過去〉 
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⓪
「
ず
」 

 

 

・
接
続
＝
〔 

 
 
 
 
 

〕 
 
 
 
 
 

・
活
用
表 

 

・
意
味
＝
〔 

 
 
 

〕（―
―

な
い
） 

 

例 

夏
果
て
て
、
秋
の
来
る
に
は
あ
ら
ず
。 

    

【
練
習
問
題
】 

問 

各
文
中
の
助
動
詞
「
ず
」
を
抜
き
出
し
て
、
そ
の
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。 

（
１
）
人
目
も
、
今
は
つ
つ
み
給
は
ず
、
泣
き
給
ふ
。 

（
２
）
風
波
や
ま
ね
ば
、
な
ほ
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
り
。 

（
３
）
京
に
は
見
え
ぬ
鳥
な
れ
ば
、
み
な
人
知
ら
ず
。 

（
４
）
鳥
は
林
を
願
ふ
。
鳥
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
心
を
知
ら
ず
。 

 

ざ
ら 

ず 未 

ざ
り 

ず 用 

〇 ず 止 

ざ
る 

ぬ 体 

ざ
れ 

ね 已 

ざ
れ 

 

 

〇 

命 
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①
「
る
」
「
ら
る
」 

 

・
接
続
＝
〔 

 
 
 
 
 

〕 
 

 

「
る
」（
四
段
・
ナ
変
・
ラ
変
の
未
然
形
） 

「
ら
る
」（
そ
の
他
の
動
詞
の
未
然
形
） 

・
活
用
表 

     

・
意
味 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
現
代
語
で
は
） 

１
〔 

 
 
 

〕（―
―

（
さ
）
れ
る
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

友
達
に
笑
わ
れ
る
。 

例 

あ
り
が
た
き
も
の
、
舅
に
ほ
め
ら
る
る
婿
。 

２
〔 

 
 
 

〕（
お―
―

に
な
る
／―

―

な
さ
る
） 

 
 
 
 

先
生
が
話
さ
れ
る
。 

例 

上
人
、
馬
を
ひ
き
返
し
て
逃
げ
ら
れ
け
り
。 

３
〔 

 
 
 

〕（
自
然
と―

―

す
る
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
供
の
こ
と
が
案
じ
ら
れ
る
。 

例 

人
知
れ
ず
う
ち
泣
か
れ
ぬ
。 

４
〔 
 
 
 

〕（―
―

で
き
る
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

忙
し
く
て
行
か
れ
な
い
。 

例 

変
は
り
ゆ
く
あ
り
さ
ま
目
も
あ
て
ら
れ
ず
。 

る 

れ 未 

れ 用 

る 止 
る
る 

体 

る
れ 

已 

れ
よ 

命 

ら
る 

ら
れ 

未 

ら
れ 

用 

ら
る 

止 

ら
る
る 

体 

ら
る
れ 

已 

ら
れ
よ 

命 
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意
味
を
識
別
す
る
目
安 

 

１
．「
受
身
」…

○人
が

○人
に―

―

さ
れ
る 

 
 

 
 

 

例 

あ
り
が
た
き
も
の
、
舅
に
ほ
め
ら
る
る
婿
。 

 
 

 
 

 
 

２
．
「
尊
敬
」
の
可
能
性
は
最
後
に
考
え
る
。 

３
．
「
自
発
」…
〔 

 
 

 

・ 
 

 
 

・
嘆
く
・ 

待
つ 

〕
＋
（
ら
）
る 

の
場
合
、
自
発
が
多
い
。 

 
 

例 

人
知
れ
ず
う
ち
泣
か
れ
ぬ
。 

４
．
「
可
能
」…

下
に
〔 

 
 

 

〕
や
反
語
を
と
も
な
う
時
、
可
能
が
多
い
。 

 
 

 

例 

変
は
り
ゆ
く
あ
り
さ
ま
目
も
あ
て
ら
れ
ず
。 

２
．
「
尊
敬
」
は
、
前
述
の
も
の
で
は
な
く
、 

ⅰ
．
主
語
が
〔 

 
 

 

〕
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。 

例 

上
人
、
馬
を
ひ
き
返
し
て
逃
げ
ら
れ
け
り
。 

 
 

ⅱ
．
尊
敬
の
動
詞
と
と
も
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

 
 

 
 

後
に
尊
敬
語
を
と
も
な
わ
な
い
。 

 
 

 
 

 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕・〔 
 

 
 

 
 

〕 
 

 
 

 
 

 
―
―

（
ら
）
れ
＋
尊
敬
語 

例 

今
加
へ
た
る
家
司
に
、
お
ほ
せ
ら
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
☞

（
給
ふ
・
お
は
す 

等
） 

 

【
練
習
問
題
】 

問
一 

次
の
括
弧
に
、
下
に
示
し
た
助
動
詞
を
、
適
当
に
活
用
さ
せ
て
い
れ
な
さ
い
。（
例
）
人
に
思
は
（ 

れ 

）
む
ほ
ど･

･
･

〔
る
〕 

（
１
）
狐
に
食
は
（ 

 

）。 

〔
る
〕 

 
 
 
 

（
２
）
涙
も
と
ど
め
（ 

 

）
ず
。 

〔
ら
る
〕 

（
３
）
心
劣
り
せ
（ 

 

）
こ
と
あ
り
。 

〔
ら
る
〕 

 

（
４
）
あ
ま
た
た
び
遣
ら
は
（ 

 

）
ど･･･ 

〔
る
〕 

（
５
）
つ
ゆ
ま
ど
ろ
ま
（ 

 

）
ず
。 

〔
る
〕 

（
６
）
涼
し
か
ら
む
所
求
め
（ 

 

）
！ 

〔
ら
る
〕 
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問
二 

傍
線
部
の
助
動
詞
「
る
」「
ら
る
」
の
文
法
的
意
味
を
答
え
な
さ
い
。 

（
１
）
あ
り
が
た
き
も
の
、
舅
に
ほ
め
ら
る
る
婿
。 

 
 

（
２
）
今
加
へ
た
る
家
司
に
、
お
ほ
せ
ら
る
。 

（
３
）
人
知
れ
ず
う
ち
泣
か
れ
ぬ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
４
）
抜
か
ん
と
す
る
に
、
お
ほ
か
た
抜
か
れ
ず
。 

（
５
）
家
居
に
こ
そ
、
こ
と
ざ
ま
は
、
推
し
量
ら
る
れ
。 

（
６
）
恐
ろ
し
く
覚
え
け
れ
ば
、
我
に
も
あ
ら
で
つ
い
居
ら
れ
ぬ
。 

  

②
「
す
」
「
さ
す
」「
し
む
」 
 

・
接
続
＝
〔 

 
 
 
 
 

〕 
 

 

「
す
」（
四
段
・
ナ
変
・
ラ
変
の
未
然
形
） 

「
さ
す
」（
そ
の
他
の
動
詞
の
未
然
形
） 

「
し
む
」（
す
べ
て
の
動
詞
の
未
然
形 

※
主
に
漢
文
訓
読
文
や
和
漢
混
交
文
に
用
い
ら
れ
る
） 

・
活
用
表 

      

さ
す 

す 

 

さ
せ 

せ 未 

さ
せ 

せ 用 

さ
す 

す 止 

さ
す
る 

す
る 

体 

さ
す
れ 

す
れ 

已 

さ
せ
よ 

せ
よ 

命 
し
む 

 

し
め 

未 

し
め 

用 

し
む 

止 

し
む
る 

体 

し
む
れ 

已 

し
め
よ 

命 
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・
意
味 

１
〔 

 
 
 

〕（―
―

せ
る
、―

―

さ
せ
る
） 

 
 
 

例 

（
か
ぐ
や
姫
を
）
妻
の
嫗
に
預
け
て
養
は
す
。 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月
の
都
の
人
ま
う
で
来
ば
、
捕
ら
へ
さ
せ
む
。 

２
〔 

 
 
 

〕（
お―

―

に
な
る
、―

―

な
さ
る
） 

 

例 

い
み
じ
う
お
ど
ろ
か
せ
給
ふ
。 

 

「
使
役
」
と
「
尊
敬
」
の
見
分
け
方 

ⅰ
．―

―

（
さ
）
せ 

＋ 
 

尊
敬
語 

  
 

の
形
に
な
っ
て
い
る
場
合
「
尊
敬
」
に
な
る
こ
と
が
多
い
。 

し
め 

 
 

 
（
給
ふ
・
お
は
す 

な
ど
） 

 
 

 

 
 

 
 

９
０
％ 

尊
敬 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
０
％ 

使
役
（
特
に
上
に
「

○人
に
」「

○人
を
」
が
あ
れ
ば
要
注
意
！
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ⅱ
．
ⅰ
の
形
に
な
っ
て
い
な
い
場
合 

→

ほ
ぼ
１
０
０
％
「
使
役
」 

 

【
練
習
問
題
】 

問
一 

次
の
括
弧
に
、
下
に
示
し
た
助
動
詞
を
、
適
当
に
活
用
さ
せ
て
入
れ
な
さ
い
。 

 

（
例
）
降
り
（ 

さ
せ 

）
て･･･ 

 
 

 ←

〔
さ
す
〕 

（
１
）
伝
へ
（ 

 
 

）
ど･･･

。 
←

〔
さ
す
〕 

 

（
２
）
食
は
（ 

 
 

）
事
な
し
。  ←

〔
す
〕 

（
３
）
受
け
（ 

 
 

）
む
と
て･･･ ←

〔
さ
す
〕 

 

（
４
）
笑
は
（ 

 
 

）
給
ふ
。 

 
←

〔
す
〕  

（
５
）
習
は
（ 

 
 

）
む
。 

 
 
←

〔
し
む
〕 

 

（
６
）
我
に
得
（ 

 
 

）
！ 

 
  ←

〔
し
む
〕 
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問
二 

次
の
文
中
の
括
弧
の
中
に
助
動
詞
「
す
」
ま
た
は
「
さ
す
」
を
活
用
さ
せ
て
入
れ
、
さ
ら
に
そ
の
意
味
を
書
き
な
さ
い
。 

（
１
）
月
の
都
の
人
ま
う
で
来
ば
、
捕
ら
へ
（ 

 

）
む
。 

（
２
）
い
と
、
こ
ま
や
か
に
、
あ
り
さ
ま
を
問
は
（ 

 

）
給
ふ
。 

（
３
）
大
井
の
土
民
に
お
ほ
せ
て
、
水
車
を
造
ら
（ 

 

）
ら
れ
け
り
。 

 

③
「
き
」
「
け
り
」 

 

「
き
」 

・
接
続
＝
〔 

 
 
 
 
 

〕 

・
活
用
表 

 
 
 

 

     

・
意
味
＝
〔 

 
 
 

〕（―
―

た
） 

 
 
 
 
 
 

例 

鬼
の
や
う
な
る
も
の
出
で
来
て
殺
さ
む
と
し
き
。 

体
験
に
も
と
づ
く
過
去 

 
 

せ 未 

〇 用 

き 止 

し 体 

し
か 

已 
〇  

 

命 

※
カ
変
・
サ
変
の
動
詞
に
は
、
次
の
よ
う
に
、 

特
殊
な
接
続
な
仕
方
を
す
る
。 

 

カ
変
の
未
然
形
「
来
（
こ
）」 

･･･

来
し
（
こ
し
）・
来
し
か
（
こ
し
か
） 

カ
変
の
連
用
形
「
来
（
き
）」 

･･･

来
し
（
き
し
）・
来
し
か
（
き
し
か
） 

 

サ
変
の
未
然
形
「
せ
」･･･

せ
し
・
せ
し
か 

 

サ
変
の
連
用
形
「
し
」･･･

し
き 

 
 
 
×

来
き
・
し
し 
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「
け
り
」 

・
接
続
＝
〔 

 
 
 
 
 

〕 
 
 

・
活
用
表 

  

・
意
味 

１
〔 

 
 
 

〕（―
―

た
、―

―

た
と
い
う
こ
と
だ
）
伝
聞
に
も
と
づ
く
過
去 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例 

今
は
昔
、
竹
取
の
翁
と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り
。 

２
〔 

 
 
 

〕（―
―

た
な
あ
、―

―

こ
と
だ
な
あ
） 

例 

う
つ
つ
に
も
夢
に
も
人
に
あ
は
ぬ
な
り
け
り 

 
 
 

※
主
に
和
歌
や
会
話
文
の
中
で
用
い
ら
れ
、
過
去
に
訳
せ
な
い
と
き
の
み
、
こ
の
意
味
に
な
る
。 

 

【
練
習
問
題
】 

問
一 

次
の
括
弧
に
、
助
動
詞
「
き
」
を
適
当
な
形
に
直
し
て
入
れ
な
さ
い
。 

（
１
）
こ
の
所
に
住
み
は
じ
め
（ 

① 

）
と
き
は
、
あ
か
ら
さ
ま
と
思
ひ
（ 

② 

）
ど
も
、
今
す
で
に
五
年
を
経
た
り
。 

（
２
）
死
に
（ 

③ 

）
子
、
顔
よ
か
り
（ 

④ 

）。 

問
二 

次
の
文
か
ら
助
動
詞
「
け
り
」
を
抜
き
出
し
、
そ
の
意
味
と
活
用
形
を
答
え
な
さ
い
。 

（
１
）
死
に
け
れ
ば
、
陣
の
外
に
、
引
き
捨
て
つ
。 

（
２
）
人
は
い
さ
心
も
知
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
香
に
匂
ひ
け
る 

（
３
）
暗
け
れ
ど
、
主
を
知
り
て
、
と
び
つ
き
た
り
け
る
と
ぞ
。 

〇 未 

〇 用 

け
り 

止 

け
る 

体 

け
れ 

已 

〇 

 

 

命 
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④
「
つ
」
「
ぬ
」 

 

・
接
続
＝
〔 

 
 
 
 
 

〕 

・
活
用
表 

     

・
意
味 

１
〔 

 
 
 

〕（―
―

て
し
ま
う
、―

―

た
） 

 
 

例 

年
ご
ろ
思
い
つ
る
こ
と
、
果
た
し
は
べ
り
ぬ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
例 

黒
き
雲
に
は
か
に
出
で
来
ぬ
。 

２
〔 

 
 
 

〕（
き
っ
と―

―

、
た
し
か
に―

―

） 
例 
龍
あ
ら
ば
、
ふ
と
射
殺
し
て
、
首
の
玉
は
取
り
て
む
。 

※
後
に
推
量
の
助
動
詞
（む
・べ
し
等
） 

 
 

  
 

例 
風
吹
き
ぬ
べ
し
。 

が
つ
く
こ
と
が
多
い
。 

   

つ 

て 未 

て 用 

つ 止 
つ
る 

体 

つ
れ 

已 

て
よ 

命 

ぬ 

な 未 

に 用 

ぬ 止 

ぬ
る 

体 

ぬ
れ 

已 

ね 命 

※
「
つ
」
と
「
ぬ
」
の
違
い 

「
つ
」
は
主
に
人
為
的
・
作
為
的
な
動
詞
（
他
動
詞
）
に
接
続
す
る
。 

 

「
ぬ
」
は
主
に
自
然
推
量
的
・
無
作
為
的
な
動
詞
（
自
動
詞
）
に
接
続
す
る
。 
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◎ 
公
式
（
以
下
の
場
合
の
傍
線
部
は
接
続
、
、
が、
連
用
形

、
、
、
の、
時、
必
ず
完
了
（
強
意
）
に
な
る
） 

・
て
き
、
て
け
り
、
て
け
む
（
完
了
「
つ
」
の
連
用
形
） 

・
に
き
、
に
け
り
、
に
け
む
（
完
了
「
ぬ
」
の
連
用
形
） 

・
て
む
、
て
ま
し
（
強
意
・
完
了
「
つ
」
の
未
然
形
） 

・
な
む
、
な
ま
し
（
強
意
・
完
了
「
ぬ
」
の
未
然
形
） 

・
つ
べ
し
（
強
意
・
完
了
「
つ
」
の
終
止
形
） 

・
ぬ
べ
し
（
強
意
・
完
了
「
つ
」
の
終
止
形
） 

 

【
練
習
問
題
】 

問
一 

次
の
括
弧
に
、
下
に
示
し
た
助
動
詞
を
、
適
当
に
活
用
さ
せ
て
入
れ
な
さ
い
。 

（
例
）
濡
ら
し
（ 

て 

）
む
。 
←

〔
つ
〕 

（
１
）
取
り
（ 

 
 

）
け
り
。 

 
←

〔
つ
〕 

 

（
２
）
の
た
ま
ひ
（ 

 
 

）
ど
、 

←

〔
つ
〕 

（
３
）
い
ひ
（ 

 
 

）
こ
と
。 

 
←

〔
つ
〕  

 
（
４
）
な
り
（ 

 
 

）
こ
と
。 

 
←

〔
ぬ
〕 

（
５
）
浦
を
去
り
（ 
 
 

）
！ 

 
←

〔
ぬ
〕 

 

（
６
）
落
ち
（ 

 
 

）
べ
し
。 

 
←

〔
ぬ
〕 

問
二 

各
文
中
の
、
助
動
詞
「
つ
」「
ぬ
」
を
抜
き
出
し
、
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
一
つ
と
は
限
ら
な
い
。 

（
１
）
翁
の
申
さ
む
こ
と
は
、
聞
き
給
ひ
て
む
や
。 

 

（
２
）
暮
れ
ぬ
れ
ば
、
参
り
ぬ
。 

 

（
３
）
い
み
じ
う
、
久
し
う
も
な
り
に
け
る
か
な
。 

 

（
４
）
う
ぐ
い
す
の
、
鳴
き
つ
る
枝
を
、
折
り
て
け
る
か
な
。 

 

て
む
・
て
き
・
て
け
り 

の
「
て
」
は
完
了 

な
む
・
に
き
・
に
け
り 

の
「
な
」「
に
」
完
了 

て
ば
・
な
ば
・
て
ば
や
・
つ
べ
し
・
ぬ
べ
し 

て
ま
し
・
な
ま
し 

み
な
完
了 
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⑤
「
た
り
」
「
り
」 

 

・
接
続
＝
「
た
り
」〔 

 
 
 
 
 

〕 
 
 
 

「
り
」 

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

・
活
用
表 

     

・
意
味 

１
〔 

 
 
 

〕（―
―

て
し
ま
う
、―

―

た
）  

 
 

例 

野
よ
り
出
で
来
た
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

例 

そ
の
内
騒
ぎ
あ
へ
り
。 

２
〔 

 
 
 

〕（―
―

し
て
い
る
） 

 
  

 
 
 

例 
雲
の
細
く
た
な
び
き
た
る
。 

例 
物
思
へ
る
気
色
な
り
。 

 

【
練
習
問
題
】 

問
一 

各
文
中
の
、
括
弧
の
助
動
詞
「
た
り
」
「
り
」
を
、
適
当
な
活
用
形
に
改
め
て
書
き
な
さ
い
。 

（
１
）
士
の
山
よ
り
、
落
ち
（
た
り
）
水
な
り
。 

 
 

 
 

 

（
２
）
道
知
れ
（
り
）
人
も
な
く
て
、
ま
ど
ひ
行
き
け
り
。 

た
り 

た
ら 

未 

た
り 

用 

た
り 

止 

た
る 

体 

た
れ 

已 

た
れ 

命 

り 

ら 未 

り 用 

り 止 

る 体 

れ 已 

れ 命 

※
「た
り
」
は
、
「て
あ
り
」が
つ
づ 

ま
っ
た
も
の
、 

「り
」は
、 

「あ
り
」
が
つ
づ
ま
っ
た
も
の
。 
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（
３
）
舟
子
・
か
ぢ
と
り
は
、…

…

何
と
も
思
へ
（
り
）
ず
。 

（
４
）
目
の
さ
め
（
た
り
）
む
ほ
ど
、
念
仏
し
給
へ
。 

（
５
）
物
、
食
は
せ
（
た
り
）
ど
、
食
は
ね
ば…

…

。 
 
 

 

（
６
）
わ
れ
、
も
の
の
心
知
れ
（
り
）
し
よ
り
、
四
十
余
り…

。 

問
二 
各
文
中
の
、
助
動
詞
「
た
り
」
「
り
」
を
抜
き
出
し
、
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。 

（
１
）
あ
や
し
が
り
て
、
寄
り
て
見
る
に
、
筒
の
中
光
り
た
り
。 

（
２
）
生
け
ら
む
ほ
ど
、
武
に
誇
る
べ
か
ら
ず
。 

 

（
３
）
世
を
知
れ
れ
ば
、
願
は
ず
、
走
ら
ず
。 

 
 
 

 
 

 
 

（
４
）
稲
荷
に
詣
で
た
ら
ま
し
か
ば
、
か
か
ら
ず
や
あ
ら
ま
し
。 

  ⑥
「
む
」
「
む
ず
」 

 

・
接
続
＝
〔 

 
 
 
 
 

〕 
 
 
 

※
「む
ず
」は
「む
と
す
」の
つ
づ
ま
っ
た
か
た
ち
で
あ
り
、 

盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
の
は
鎌
倉
時
代
以
降
で
あ
る
。 

・
活
用
表 

     

 

む 

（
ま
） 

未 

〇 用 

む 止 

む 体 

め 已 

〇 命 

む
ず 

〇 未 

〇 用 

む
ず 

止 

む
ず
る 

体 

む
ず
れ 

已 

〇 命 
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・
意
味 

１
〔 

 
 
 

〕（―
―

よ
う
、―

―

つ
も
り
だ
） 

  
 
 
 

例 

人
よ
り
先
に
聞
か
む
。 

２
〔 

 
 
 

〕（―
―

だ
ろ
う
） 

 
 

  
 
 
 
 
 
 

 

例 

い
か
に
も
の
の
あ
は
れ
も
な
か
ら
ん
。 

３
〔 

 
 
 
 
 
 
 

〕( ―
―

の
が
よ
い
、―

―

よ
う
よ)  

 

例 

花
を
見
て
こ
そ
帰
り
給
は
め
。 

４
〔 

 
 
 

〕（
も
し―

―

な
ら
ば
） 

  
 
 
 
 
 
 
 

例 

銭
あ
れ
ど
も
用
ひ
ざ
ら
む
は
全
く
貧
者
と
同
じ
。 

５
〔 

 
 
 

〕（―
―

の
よ
う
な
） 

 
 
 
 

  
 
 
 
 

例 

心
あ
ら
ん
友
も
が
な
。 

 
 

  

◎
「
む
」
の
意
味
の
見
分
け
方 

推
量 

 
 

 
←

三
人
称
が
ほ
と
ん
ど 

① 
―
―

む
。 

 
 

 
 

 
 

 

意
志 

 
 

 
←

一
人
称
が
ほ
と
ん
ど 

※
文
末
に
用
い
ら
れ
る
時 
 

 

適
当
・
勧
誘 

←
二
人
称
が
ほ
と
ん
ど 

 

☆
「
適
当
・
勧
誘
」
の
場
合
は 

「
こ
そ―

―

め
・―

―
な
む
・―

―

て
む
」 

の
形
を
と
る
こ
と
が
多
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

「
こ
そ―

―

む
ず
れ
」 

 

仮
定 

 
←

「
む
」
＋
助
詞
（「―

―
む
に
」「―

―

む
は
」「―

―

む
に
は
」） 

② 
―
―

む―
―

 
  

 

※
文
中
で
連
体
形
の
時 

 
 

 

婉
曲 

 
←

「
む
」
＋
名
詞 
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【
練
習
問
題
】 

問
一 
各
文
中
の
、
助
動
詞
「
む
」「
む
ず
」
を
抜
き
出
し
、
そ
の
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。 

（
１
）
な
ぞ
の
犬
の
、
か
く
久
し
う
鳴
く
に
か
あ
ら
む
。  

（
２
）
い
づ
ち
も
い
づ
ち
も
、
足
の
向
き
た
ら
む
方
へ
往
な
む
ず
。 

（
３
）
命
な
が
く
と
こ
そ
、
思
ひ
念
ぜ
め
。            

（
４
）
た
だ
い
ま
、
客
人
の
来
う
ず
る
ぞ
。 

（
５
）
わ
殿
ば
ら
は
、
重
忠
が
や
う
な
る
も
の
に
こ
そ
助
け
ら
れ
ん
ず
れ
。 

問
二 

傍
線
部
の
助
動
詞
の
文
法
的
意
味
・
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。 

（
１
）
を
と
こ
は
、
こ
の
女
を
こ
そ
得
Ａ

め
、
と
思
ふ
。 

 
 
 
 
 
 

（
２
）
と
く
こ
そ
、
試
み
さ
せ
給
は
Ｂ

め
。 

（
３
）
い
か
や
う
な
る
心
ざ
し
あ
ら
Ｃ

む
人
に
か
、
あ
は
Ｄ

む
と
思
す
。 

（
４
）
た
だ
、
都
の
外
へ
ぞ
、
出
だ
さ
れ
Ｅ

ん
ず
。 

  ⑦
「
ら
む
」
「
け
む
」 

 

「
ら
む
」 

・
接
続
＝
〔 

 
 
 
 
 

〕
※
ラ
変
型
は
〔 

 
 
 
 
 

〕 

・
活
用
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

   

〇 未 

〇 用 

ら
む 

止 

ら
む 

体 

ら
め 

已 

〇 

 

 

命 

「
む
」「
ら
む
」
「
け
む
」
の
時
制
の
違
い 

時
間
の
流
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
主
に
未
来
の
） 

未
来 

「
む
」 

推
量 

 

現
在 

「
ら
む
」
現
在
推
量 

 

過
去 

「
け
む
」
過
去
推
量 

※ 

時
制
の
違
い
を
除
け
ば
、
意
味
は
同
じ 
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・
意
味 

１
〔 

 
 
 
 
 
 
 

〕（
今
ご
ろ―

―

て
い
る
だ
ろ
う
） 

 
 
 

例 
憶
良
ら
は
今
は
ま
か
ら
む
、
子
泣
く
ら
む
。 

２
〔
（
現
在
の
）
原
因
推
量
〕 

 

（
ど
う
し
て―

―

て
い
る
の
だ
ろ
う
、―

―

の
で･･･

て
い
る
の
だ
ろ
う
） 

 
 
 

例 

な
ど
や
苦
し
き
目
を
見
る
ら
む
。 

３
〔
（
現
在
の
）
婉
曲
、
伝
聞
〕（―

―

て
い
る
よ
う
な
、―
―

と
か
言
っ
て
い
る
） 

 

例 

お
ぼ
す
ら
む
こ
と
何
事
ぞ
。 

  

「
け
む
」 

・
接
続
＝
〔 

 
 
 
 
 

〕 
 
 

・
活
用
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

・
意
味 

１
〔 

 
 
 
 
 
 
 

〕（―
―

し
た
だ
ろ
う
） 

 
 
 

例 

あ
れ
は
、
た
だ
人
に
こ
そ
あ
り
け
め
。 

２
〔
（
過
去
の
）
原
因
推
量
〕（
ど
う
し
て―

―

し
た
の
だ
ろ
う
、―

―
の
で･･･

し
た
の
だ
ろ
う
） 

 

 
 

例 

沼
田
太
郎
、
か
な
は
じ
と
や
思
ひ
け
む
、 

３
〔
（
過
去
の
）
婉
曲
、
伝
聞
〕（―

―

し
た
よ
う
な
、―

―

し
た
と
か
い
う
） 

例 

増
賀
ひ
じ
り
の
い
ひ
け
む
や
う
に
、 

 

〇 未 

〇 用 

け
む 

止 

け
む 

体 

け
め 

已 

〇 

 

 

命 
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【
練
習
問
題
】 

問
一 
空
欄
に
、（
１
）
～
（
６
）
の
動
詞
を
、
適
当
な
活
用
形
に
改
め
な
さ
い
。
た
だ
し
（
６
）
は
ひ
ら
が
な
で
答
え
る
こ
と
。 

（
１
）
書
く 

（ 
 

）
む
（ 

 

）
ら
む
（ 

 

）
け
む 

（
２
）
見
る 

（ 
 

）
む
（ 

 

）
ら
む 

（ 
 

）
け
む 

（
３
）
助
く 
（ 

 

）
む
（ 

 

）
ら
む
（ 

 

）
け
む 

（
４
）
往
ぬ 

（ 
 

）
む
（ 

 

）
ら
む 

（ 
 

）
け
む 

（
５
）
あ
り 
（ 

 

）
む
（ 

 

）
ら
む
（ 

 

）
け
む 

（
６
）
来 

 

（ 
 

）
む
（ 

 

）
ら
む 

（ 
 

）
け
む 

問
二 

各
文
中
の
助
動
詞
「
む
」「
ら
む
」「
け
む
」
を
す
べ
て
抜
き
出
し
、
そ
の
文
法
的
意
味
と
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。 

（
１
）
向
か
ひ
ゐ
た
り
け
ん
あ
り
さ
ま
、
さ
こ
そ
異
様
な
り
け
め
。 

（
２
）「
ま
か
り
な
む
」
と
ば
か
り
こ
そ
、
い
ふ
ら
め
。 

（
３
）
な
に
ご
と
思
ひ
た
ま
ふ
ぞ
。
思
す
ら
む
こ
と
、
な
に
ご
と
ぞ
。 

問
三 

傍
線
部
分
を
、
助
動
詞
「
ら
む
」「
け
む
」
に
注
意
し
て
、
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

（
１
）
龍
田
山
、
夜
半
に
や
君
が
、
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む
。 

訳 

龍
田
山
を
こ
の
夜
ふ
け
に
、
あ
な
た
ひ
と
り
で
〔 

 
 
 
 
 
 

〕。 

（
２
）
今
日
こ
そ
は
、
神
代
の
こ
と
を
思
ひ
い
づ
ら
め
。 

訳 

今
日
こ
そ
は
、
神
代
の
昔
の
こ
と
を
〔 

 
 
 
 
 
 

〕。 

（
３
）
い
か
が
し
け
む
、
疾
き
風
吹
き
て
、
舟
を
吹
き
て
も
て
あ
り
く
。 

訳
〔 

 
 
 
 
 
 
 

〕、
早
い
風
が
吹
い
て
、
舟
を
吹
い
て
持
っ
て
ま
わ
る
。 

（
４
）
家
の
中
出
で
初
め
け
む
ほ
ど
は
、
さ
こ
そ
は
お
ぼ
え
け
め
。 

訳
（
み
ん
な
）
家
か
ら
宮
仕
え
に
出
始
め
た
こ
ろ
は
、
そ
の
よ
う
に
〔 

 
 
 

 
 
 
 
 

〕。 
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⑧
「
べ
し
」 

 

・
接
続
＝
〔 

 
 
 
 
 

〕
※
ラ
変
型
は
〔 

 
 
 
 
 

〕 
 
 
 
 
 
 

 

・
活
用
表 

    

・
意
味 

１
〔 

 
 
 

〕（―
―

よ
う
、
つ
も
り
だ
） 

 
 

 

例 

こ
の
一
矢
に
定
む
べ
し
。 

２
〔 

 
 
 

〕（―
―

だ
ろ
う
） 
 
 
 
 
 
 
 

 

例 

風
吹
き
ぬ
べ
し
。 

３
〔 

 
 
 

・
勧
誘
〕( ―

―

の
が
よ
い)  

 
 

例 

濁
れ
る
酒
を
飲
む
べ
く
あ
る
ら
し
。 

４
〔 

 
 
 

・
義
務
〕（―
―

は
ず
だ
、―

―

べ
き
だ
） 

 
例 

い
ふ
べ
き
事
あ
り
て
文
を
や
る
。 

５
〔 

 
 
 

〕（―
―

せ
よ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
例 
よ
く
見
て
参
る
べ
き
よ
し
の
た
ま
ふ
。 

６
〔 

 
 
 

〕（―
―

で
き
る
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

例 
羽
な
け
れ
ば
、
空
を
も
飛
ぶ
べ
か
ら
ず
。 

 

【
練
習
問
題
】 

問
一 

次
の
括
弧
に
、
助
動
詞
「
べ
し
」
を
適
当
に
活
用
さ
せ
て
入
れ
な
さ
い
。 

（
べ
く
） 

べ
か
ら 

未 
べ
く 

べ
か
り 

用 

べ
し 

止 

べ
き 

べ
か
る 

体 

べ
け
れ 

 

已 

〇 命 
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（
１
）
恋
し
か
る
（ 

 
 
 

）
夜
半
の
月…

…
 
 
 
  

（
２
）
聞
く
（ 

 
 
 

）
け
り
。 

（
３
）
覚
え
ぬ
よ
し
を
啓
す
（ 

 
 
 

）
ど…

…

。 
 

（
４
）
こ
の
海
に
も
劣
ら
ざ
る
（ 

 
 

）。 

（
５
）
風
や
む
（ 

 
 
 

）
も
あ
ら
ず
。 

 
  

  
 

（
６
）
堂
塔
を
も
立
つ
（ 

 
 
 

）
ず
。 

（
７
）
通
ふ
（ 

 
 
 

）
め
る
透
垣
の
戸…

…

。 

問
二 

次
の
傍
線
部
助
動
詞
「
べ
し
」
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。 

（
１
）
恐
れ
の
中
に
恐
る
べ
か
り
け
る
は
、
た
だ
地
震
な
り
け
り
。（
２
）
高
綱
、
こ
の
御
馬
で
宇
治
川
の
真
先
渡
し
候
ふ
べ
し
。 

（
３
）
今
日
は
、
日
暮
れ
ぬ
。
勝
負
を
決
す
べ
か
ら
ず
。 

 
 

（
４
）
家
の
作
り
や
う
は
、
夏
を
む
ね
と
す
べ
し
。 

（
５
）
風
波
、
と
み
に
や
む
べ
く
も
あ
ら
ず
。 

 

 

⑨
「
ま
し
」 

 

・
接
続
〔 

 
 
 
 
 

〕 
 

 
 

 

・
活
用
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

ま
し
か 

未 

〇 用 

ま
し 

止 

ま
し 

体 

ま
し
か 

已 

〇  

 

命 
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・
意
味 

１
〔 

 
 
 
 
 
 
 

〕（
も
し
仮
に―

―

と
し
た
な
ら
ば･･･

で
あ
ろ
う
に
《
で
も
現
実
は
違
う
》
） 

 
 

例 

稲
荷
に
詣
で
た
ら
ま
し
か
ば
、
か
か
ら
ず
や
あ
ら
ま
し
。 

  
 
 

※
「
ま
し
」
が
反
実
仮
想
の
意
味
に
な
る
と
き
は
、
以
下
の
形
で
で
て
く
る
こ
と
が
多
い
。 

 
 

―
―

ま
し
か
ば
（
ま
せ
ば
）、 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
―
―

せ
ば
、 

 
 
 
 
 
 
･･･

ま
し 

 

例 

鏡
に
色
・
形
あ
ら
ま
し
か
ば
、
映
ら
ざ
ら
ま
し
。 

 
 
 
 
―
―

（
未
然
形
）
ば
、 

 

２
〔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕（―
―

し
よ
う
か
し
ら･･･

《
で
も
無
理
か
な
》） 

 
 

例 

こ
れ
に
何
を
か
か
ま
し
。 

 

※
現
実
に
は
不
可
能
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
前
提
に
す
る 

 
 

※
上
に
疑
問
表
現
（
＝
疑
問
詞
ま
た
は
「
や
」「
か
」）
を
と
も
な
う
。→

す
べ
て
連
体
形 

３
〔 

希 

望 

〕（
で
き
れ
ば―

―

し
た
か
っ
た･･･

、―
―

す
れ
ば
よ
か
っ
た･･･

） 

 
 

例 

か
は
づ
泣
く
井
出
の
山
吹
散
り
に
け
り
花
の
さ
か
り
に
あ
は
ま
し
も
の
を
※
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
使
う
。  

 
 

４
〔
（
単
な
る
）
推
量
〕（―

―

だ
ろ
う
） 

 

※
鎌
倉
時
代
以
降
に
用
い
ら
れ
る
。 
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【
練
習
問
題
】 

問 
次
の
傍
線
部
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

（
１
）
松
虫
の
、
声
す
る
か
た
に
、
宿
や
借
ら
ま
し
。
訳 

松
虫
の
声
が
す
る
の
で
、（ 

 
 
 

 
 
 

 
 

）。 

（
２
）
笑
ひ
な
ま
し
か
ば
、
不
用
ぞ
か
し
。
訳
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
む
だ
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
よ
。 

（
３
）
昼
な
ら
ま
し
か
ば
、
の
ぞ
き
て
、
見
奉
り
て
ま
し
。
訳
（ 
 
 
 

 
 
 

 
 

）
の
ぞ
い
て
、
見
も
う
し
あ
げ
た
の
に
。 

（
４
）
い
づ
こ
に
、
こ
も
り
侍
ら
ま
し
。
訳 

ど
こ
に
、（ 
 
 
 

 
 
 

 
 

）。 

  

⑩
「
め
り
」
「
な
り
」 
 

「
め
り
」 

・
接
続
＝
〔 

 
 
 
 
 

〕 
 
 
 
 
 

・
活
用
表 

※
ラ
変
型
は
連
体
形 

 
 
 
 
 
 
 

 

・
意
味 

〔 
 
 
 

（
推
量
）〕（―

―

よ
う
だ
、―

―

ら
し
い
） 

 

例 

す
だ
れ
少
し
上
げ
て
、
花
奉
る
め
り
。 

 
 

※
「
め
り
」
は
「
見
あ
り
（
目
あ
り
）」
が
つ
づ
ま
っ
た
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
〔 

 
 

 
 

 
 

〕
と
よ
ば
れ
た
り
も
す
る
。 

 

〇 未 

〇 用 

め
り 

止 

め
る 

体 

め
れ 

已 

〇 命 
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「
な
り
」 

・
接
続
＝
〔 

 
 
 
 
 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
活
用
表 

※
ラ
変
型
は
連
体
形 

 

・
意
味 

１
〔 

 
 
 

〕（―
―

と
か
い
う
、―

―

そ
う
だ
、―

―

と
聞
く
） 

 

例 

奥
山
に
猫
ま
た
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
、
人
を
食
ふ
な
る
。 

２
〔 

 
 
 
 

〕（―
―

よ
う
だ
、―

―

ら
し
い
） 

例 

秋
の
野
に
、
人
ま
つ
虫
の
声
す
な
り
。 

※
「
な
り
」
は
「
音
あ
り
」
が
つ
づ
ま
っ
た
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
〔 

 
 

 
 

 
 

 

〕
と
よ
ば
れ
た
り
も
す
る
。 

 

 

【
練
習
問
題
】 

問
一 

各
文
中
の
「
め
り
」
を
抜
き
出
し
、
そ
の
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。 

（
１
）
花
や
す
す
き
、
君
が
か
た
に
ぞ
な
び
く
め
る
。 

 
（
２
）
い
ま
い
ま
も
、
さ
こ
そ
は
侍
る
べ
か
ん
め
れ
。 

（
３
）
あ
ゆ
み
来
め
る
は
、
兵
衛
佐
な
め
り
と
思
へ
ば
、 

問
二 

各
文
中
の
「
な
り
」（
伝
聞
推
定
）
を
抜
き
出
し
、
文
法
的
意
味
・
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。 

（
１
）
唐
詩
に
「
日
望
め
ば
都
遠
し
」
な
ど
い
ふ
な
る
言
の
さ
ま
を
聞
き
て
、 

（
２
）
こ
の
十
五
日
に
な
む
月
の
都
よ
り
か
ぐ
や
姫
を
迎
へ
に
ま
う
で
来
な
る
。 

（
３
）
秋
の
野
に
人
ま
つ
虫
の
声
す
な
り
。 

〇 未 

〇 用 

な
り 

止 

な
る 

体 

な
れ 

已 

〇 命 

「伝
聞
」と
「
推
定
」の
意
味
の
見
分
け
方 

 
 

「な
り
」の
上
に
音
を
表
す
言
葉
が
あ
る
か 

 
 
 

◎ 
→

 

推
定 

（例 

鳴
る
・
打
つ
・琴
） 

 
 
 
×

 
→

 

伝
聞 
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☆
撥
音
便
の
無
表
記
☆ 

「
な
り
」「
め
り
」「
べ
し
」
の
上
に
ラ
変
型
の
連
体
形
が
接
続
す
る
と
き
、
特
殊
な
形
で
登
場
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

① 
 

撥
音
便
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

あ
る
め
り 

 
 

あ
ん
め
り 

 
 

 
 

高
か
る
め
り 

 
高
か
ん
め
り 

※
発
音
し
や
す
い
よ
う
に
「
る
」
音
が
「
ん
」
に
変
わ
る
こ
と
を
「
撥
音
便
化
」
す
る
と
い
う
。 

 
 

べ
か
る
め
り 

 

べ
か
ん
め
り 

 

よ
っ
て
、
下
の
「
あ
ん
」「
高
か
ん
」「
べ
か
ん
」
「
ざ
ん
」
は
全
て
連
体
形
に
な
る
。 

 
 

ざ
る
め
り 

 
 

ざ
ん
め
り 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

② 
 

撥
音
便
の
無
表
記
化 

 
 

あ
ん
め
り 

 
 

あ
め
り 

 
 

※
撥
音
便
の
「
ん
」
は
表
記
さ
れ
な
い
場
合
が
多
い
（
実
際
に
は
発
音
す
る
）
の
で
、
実
際
は 

 
 

高
か
ん
め
り 
 

高
か
め
り 

 
 

「
あ
る
め
り
」
「
高
か
る
め
り
」「
べ
か
る
め
り
」
「
ざ
る
め
り
」
で
あ
る
と
判
断
で
き
な
け 

 
 

べ
か
ん
め
り 

 

べ
か
め
り 

 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

ざ
ん
め
り 

 
 

ざ
め
り 
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べ
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

べ
し 

 

例 

駿
河
国
に
あ
な
る
山
の
頂
に
も
て
つ
く
べ
き
よ
し
仰
せ 

 
 
―
―

ａ
＋
め
り 

 
 
 
―
―

ａ
る
＋
め
り 

 
 
 

給
ふ
。 

 
 
 
 
 
 

な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

な
り       

願
は
し
か
る
べ
き
こ
と
こ
そ
多
か
め
れ
。 

  

【
練
習
問
題
】 

問
一 

各
文
中
の
、
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
を
抜
き
出
し
、
そ
の
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。 

（
１
）
う
つ
つ
に
も
、
夢
に
も
人
に
、
あ
は
ぬ
な
り
け
り
。   

（
２
）
子
に
な
り
給
ふ
べ
き
人
な
め
り
。 

（
３
）
人
、
木
石
に
あ
ら
ね
ば
、…
…

物
に
感
ず
る
こ
と
、
な
き
に
あ
ら
ず
。 

問
二 

各
文
中
の
線
部
を
助
動
詞
「
な
り
」
に
注
意
し
て
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

（
１
）
誰
が
車
な
ら
む
。
見
知
り
給
へ
り
や
。 

訳 

誰
の
〔 

 
 
 
 
 
 

〕。
知
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。 

（
２
）
物
語
す
る
さ
ま
こ
そ
、
何
事
に
か
あ
ら
ん
、
尽
き
す
ま
じ
け
れ
。 

訳
（
男
女
が
）
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
様
子
は
、〔 

 
 
 
 
 
 

〕
、
つ
き
る
こ
と
も
な
さ
そ
う
だ
。 

（
３
）
人
々
の
声
あ
ま
た
し
て
、
来
る
音
す
な
り
。 

訳 

人
の
声
が
た
く
さ
ん
し
て
、（
み
ん
な
の
）
来
る
〔 

 
 
 
 
 
 

〕。 
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「
な
り
」
の
連
用
形
「
に
」
は 

あ
り 

―
―

に 

○
○ 

 

侍
り
・
候
ふ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

お
は
す
・
お
は
し
ま
す 

（
０
～
３
文
字
） 

の
形
に
な
る
こ
と
が
多
い
。 

⑪
「
な
り
」
（
断
定
） 

 

・
接
続
＝
「
な
り
」〔 

 
 
 
 
 

、 
 
 
 

、
助
詞
、
副
詞
〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・
活
用
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

・
意
味 

１
〔 

 
 
 

〕（―
―

で
あ
る
、―

―
だ
） 

 

例 

父
は
な
ほ
人
に
て
、
母
な
む
藤
原
な
り
け
る
。 

２
〔 

 
 
 

〕（―
―

に
あ
る
、―

―

に
い
る
） 

例 

天
の
原
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
春
日
な
る
三
笠
の
山
に
出
で
し
月
か
も 

⑫
「
じ
」
「
ま
じ
」 

・
接
続
＝
「
じ
」〔 

 
 
 
 
 

〕 
 

「
ま
じ
」〔 

 
 
 
 
 

〕
※
ラ
変
型
は
連
体
形 

・
活
用
表 

な
ら 

未 

な
り 

に 用 

な
り 

止 

な
る 

体 

な
れ 

已 

な
れ 

 

 

命 

じ 

〇 未 

〇 用 

じ 止 

じ 体 

じ 已 

〇 命 

ま
じ 

〇 

ま
じ
か
ら 

未 
ま
じ
く 

ま
じ
か
り 

用 

ま
じ 

〇 止 

ま
じ
き 

ま
じ
か
る 

体 

ま
じ
け
れ 

〇 已 

〇 命 
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・
意
味 

「
じ
」（←

打
消
の
「
む
」） 

１
〔 

 
 
 
 
 
 

〕（―
―

な
い
だ
ろ
う
） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

例 

月
ば
か
り
お
も
し
ろ
き
も
の
は
あ
ら
じ
。 

２
〔 

 
 
 
 
 
 

〕（―
―

つ
も
り
は
な
い
、―

―

た
く
な
い
） 
 

例 

京
に
は
あ
ら
じ
。 

３
〔 

不
適
当 
〕（←

打
消
の
適
当
・―

―

す
る
の
は
よ
く
な
い
） 

 

例 

か
く
や
あ
や
し
き
物
参
る
や
う
は
あ
ら
じ
。 

「
ま
じ
」
（←

打
消
の
「
べ
し
」） 

１
〔 

 
 
 
 
 
 

〕（―
―

な
い
だ
ろ
う
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

例 

秋
に
は
を
さ
を
さ
劣
る
ま
じ
け
れ
。 

２
〔 

 
 
 
 
 
 

〕（―
―

つ
も
り
は
な
い
、―
―

た
く
な
い
） 

 

例 

た
だ
今
は
見
る
ま
じ
と
て
、 

３
〔 

不
適
当 

〕（←

打
消
の
適
当
・―

―

な
い
ほ
う
が
よ
い
） 

 
 

例 

妻
こ
そ
、
男
の
持
つ
ま
じ
き
も
の
な
れ
。 

４
〔 

 
 
 
 
 
 

〕（―
―

べ
き
で
な
い
／
は
ず
が
な
い
） 

 
 
 

例 

さ
る
人
あ
る
ま
じ
け
れ
ば
、 

５
〔 

禁
止 

〕（←

打
消
の
義
務
・
命
令
・―

―

て
は
い
け
な
い
） 

 

例 

人
に
漏
ら
さ
せ
給
ふ
ま
じ
。 

６
〔 

 
 
 
 
 

〕（←

打
消
の
可
能
・―

―

で
き
そ
う
に
な
い
） 

 

例 

え
と
ど
む
ま
じ
け
れ
ば
、 

 

【
練
習
問
題
】 

問 

各
文
中
の
、
助
動
詞
「
じ
」「
ま
じ
」
を
抜
き
出
し
て
、
そ
の
文
法
的
意
味
と
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。 

（
１
）
え
と
ど
む
ま
じ
け
れ
ば
、
た
だ
さ
し
仰
ぎ
て
、
泣
き
を
り
。 

（
２
）
今
は
世
に
あ
ら
じ
も
の
と
や
、
思
ふ
ら
む
。 

（
３
）
か
か
る
折
に
も
、
あ
る
ま
じ
き
恥
も
こ
そ
と
心
遣
ひ
し
て…

…

。 

（
４
）
残
し
お
か
じ
と
思
ふ
反
古
な
ど
、
破
り
捨
つ
る
中
に…

…

。 
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⑬
そ
の
他
の
助
動
詞 

「
た
り
」
（
断
定
） 

・
接
続
＝
〔 
体
言 

〕 
 
 
 
 
 
 

・
活
用
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
意
味 

〔 

断
定 
〕（―

―

だ
、―

―

で
あ
る
） 

 
 

例 

忠
盛
、
備
前
守
た
り
し
と
き
、 

「
ご
と
し
」 

・
接
続
＝
〔 

連
体
形
・
助
詞
「
の
・
が
」 

〕 
 
 

 

・
活
用
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
意
味 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
〔 

比
況 

〕（―
―

よ
う
だ
、―

―

と
同
じ
だ
） 

例 

崩
る
る
音
は
雷
の
ご
と
く
、
上
が
る
塵
は
煙
の
ご
と
し
。 

２
〔 

例
示 

〕（―
―

よ
う
だ
、―

―

な
ど
） 

 
 

例 

「
往
生
要
集
」
ご
と
き
の
抄
物
を
入
れ
た
り
。 

「
ま
ほ
し
」 

・
接
続
＝
〔 

未
然
形 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
活
用
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・
意
味 

〔 

希
望 

〕（―
―

た
い
、―

―

て
ほ
し
い
） 

 

例 

少
し
の
こ
と
に
も
先
達
は
あ
ら
ま
ほ
し
き
こ
と
な
り
。 

 

た
ら 

未 

た
り 

と 用 

た
り 

止 

た
る 

体 

た
れ 

已 

た
れ 

 

命 

(

ご
と
く) 

未 

ご
と
く 

用 

ご
と
し 

止 

ご
と
き 

体 

○ 已 

○ 命 

(

ま
ほ
し
く) 

ま
ほ
し
か
ら 

未 

ま
ほ
し
く 

ま
ほ
し
か
り 

用 

ま
ほ
し 

止 

ま
ほ
し
き 

ま
ほ
し
か
る 

体 

ま
ほ
し
け
れ 

已 

○ 命 
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「
た
し
」 

・
接
続
＝
〔 

連
用
形 

〕 

・
活
用
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・
意
味 

〔 

希
望 
〕（―

―

た
い
、―

―

て
ほ
し
い
） 

 
 
 
 
 
 
 

例 

わ
が
食
ひ
た
き
と
き
、
夜
中
に
も
暁
に
も
食
ひ
て 

「
ら
し
」 

・
接
続
＝
〔 

終
止
形 

〕
※
ラ
変
型
は
連
体
形 
 
 
 
 

・
活
用
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
意
味 

 

〔 

推
定 

〕（―
―

ら
し
い
、―
―

に
違
い
な
い
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

例 

春
過
ぎ
て
夏
来
た
る
ら
し
白
た
へ
の
衣
ほ
し
た
り
天
の
香
久
山 

※
「
ら
し
」
は
主
に
和
歌
に
用
い
ら
れ
、
平
安
時
代
は
す
で
に
古
い
言
葉
と
さ
れ
て
い
た
。 

    

(

た
く) 

た
か
ら 

未 

た
く 

た
か
り 

用 

た
し 

止 

た
き 

た
か
る 

体 

た
け
れ 

已 

○ 命 

○ 未 

○ 用 

ら
し 

止 

ら
し 

体 

ら
し 

已 

○ 命 
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練
習
問
題 

解
答 

 

０
．
助
動
詞 
「
ず
」 

問
一
（
１
）「
ず
」
連
用
形
（
２
）「
ね
」
已
然

形
（
３
）「
ぬ
」
連
体
形
・「
ず
」
終
止
形 

（
４
）「
ざ
れ
」
已
然
形
・「
ず
」
終
止
形 

１
．
助
動
詞 

「
る
」「
ら
る
」 

問
一
（
１
）
る
（
２
）
ら
れ
（
３
）
ら
る
る 

 

（
４
）
る
れ
（
５
）
れ
（
６
）
ら
れ
よ 

問
二
（
１
）
受
身
（
２
）
尊
敬
（
３
）
自
発 

 

（
４
）
可
能
（
５
）
自
発
（
可
能
） 
 
 
 

（
６
）
自
発 

２
．
助
動
詞 

「
す
」「
さ
す
」「
し
む
」 

問
一
（
１
）
さ
す
れ
（
２
）
す
る
（
３
）
さ
せ

（
４
）
せ
（
５
）
し
め
（
６
）
し
め
よ 

問
二
（
１
）
さ
せ
・
使
役
（
２
）
せ
・
尊
敬 

 

（
３
）
せ
・
使
役 

３
．
助
動
詞 

「
き
」「
け
り
」 

問
一 

①
し 

②
し
か 

③
し 

④
き 

問
二
（
１
）「
け
れ
」
過
去
・
已
然
形 

（
２
）「
け
る
」
詠
嘆
・
連
体
形 

（
３
）「
け
る
」
過
去
・
連
体
形 

４
．
助
動
詞 

「
つ
」「
ぬ
」 

問
一
（
１
）
て
（
２
）
つ
れ
（
３
）
つ
る 

 
 

（
４
）
ぬ
る
（
５
）
ね
（
６
）
ぬ 

問
二
（
１
）「
て
」
未
然
形
（
２
）「
ぬ
れ
」
已

然
形
・「
ぬ
」
終
止
形
（
３
）「
に
」
連
用

形
（
４
）「
つ
る
」
連
体
形
・「
て
」
連
用

形 
５
．
助
動
詞 

「
た
り
」「
り
」 

問
一
（
１
）
た
る
（
２
）
る
（
３
）
ら 

 
 
 

（
４
）
た
ら
（
５
）
た
れ
（
６
）
り 

問
二
（
１
）「
た
り
」
終
止
形
（
２
）「
ら
」
未

然
形
（
３
）「
れ
」
已
然
形 

（
４
）「
た
ら
」
未
然
形 

 

６
．
助
動
詞 

「
む
」「
む
ず
」 

問
一
（
１
）「
む
」
連
体
形
（
２
）「
む
」
連
体

形
・「
む
ず
」
終
止
形
（
３
）「
め
」
已
然
形

（
４
）「
う
ず
る
」
連
体
形
（
５
）「
ん
ず
れ
」

已
然
形 

問
二 

Ａ
意
志
・
已
然
形 

Ｂ
適
当
（
勧
誘
）・

已
然
形 

Ｃ
婉
曲
・
連
体
形 

Ｄ
意
志
・
終

止
形 

Ｅ
推
量
・
終
止
形 

７
．
助
動
詞 

「
ら
む
」「
け
む
」 

問
一
（
１
）
書
か
む 

書
く
ら
む 

書
き
け
む 

 

（
２
）
見
む 

見
る
ら
む 

見
け
む 

（
３
）
助
け
む 

助
く
ら
む 

助
け
け
む 

 

（
４
）
往
な
む 

往
ぬ
ら
む 

往
に
け
む 

（
５
）
あ
ら
む 

あ
る
ら
む 

あ
り
け
む 

 

（
６
）
こ
む 

く
ら
む 

き
け
む 

問
二
（
１
）
「
け
ん
」
過
去
推
量
（
過
去
の
婉

曲
）
・
連
体
形
「
け
め
」
過
去
推
量
・
已

然
形
（
２
）
「
む
」
意
志
・
終
止
形
「
ら

め
」
現
在
推
量
・
已
然
形
（
３
）「
ら
む
」

現
在
推
量
（
現
在
の
婉
曲
）・
連
体
形 

問
三
（
１
）
越
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か 
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（
２
）
思
い
出
し
て
い
る
だ
ろ
う 

（
３
）
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か 

（
４
）
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う 

８
．
助
動
詞 

「
べ
し
」 

問
一
（
１
）
べ
き
（
２
）
べ
か
り
（
３
）
べ
け

れ
（
４
）
べ
し
（
５
）
べ
く
（
６
）
べ
か

ら
（
７
）
べ
か
る 

問
二
（
１
）
当
然
（
義
務
）
（
２
）
意
志 

 
 

（
３
）
可
能
（
４
）
適
当
（
当
然
） 

 
 

（
５
）
推
量 

９
．
助
動
詞 

「
ま
し
」 

問
（
１
）
宿
を
借
り
よ
う
か
し
ら 

（
２
）
笑
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば 

（
３
）
昼
で
あ
っ
た
な
ら
ば 

（
４
）
こ
も
り
ま
し
ょ
う
か
し
ら 

１
０
．
助
動
詞 

「
め
り
」「
な
り
」 

問
一
（
１
）「
め
る
」
連
体
形
（
２
）「
め
れ
」

已
然
形
（
３
）
「
め
る
」
連
体
形
「
め
り
」

終
止
形 

問
二
（
１
）「
な
る
」
伝
聞
・
連
体
形 

（
２
）「
な
る
」
伝
聞
・
連
体
形 

（
３
）「
な
り
」
推
定
・
終
止
形 

１
１
．
助
動
詞 

「
な
り
」「
た
り
」 

問
一
（
１
）「
な
り
」
連
用
形
（
２
）「
な
」
連

体
形
（
撥
音
便
の
無
表
記
）（
３
）『
木
石

に
』
の
「
に
」
連
用
形
『
な
き
に
』
の
「
に
」

連
用
形 

問
二
（
１
）
車
で
あ
ろ
う
か
（
２
）
何
事
で
あ

ろ
う
か
（
３
）
音
が
す
る
よ
う
だ 

１
２
．
助
動
詞 

「
じ
」「
ま
じ
」 

問
（
１
）「
ま
じ
け
れ
」
不
可
能
（
打
消
推
量
）・

已
然
形
（
２
）
「
じ
」
打
消
推
量
・
連
体

形
（
３
）
打
消
当
然
・
連
体
形
（
４
）「
じ
」

打
消
意
志
・
終
止
形 

 

   

 


